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甲賀市内にすむ

絶滅が心配される動植物や
それらを育む大切な
自然についての連載です カワラハハコ と

カワラバッタ

 野洲川の
河原の生きもの

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

３日㈪、10日㈪、18日㈫、25日㈫9月の
休園日

　大きな河川には石ころや砂地の広がった河原があ
り、そこには、乾燥やたびたびの増水に負けない生
き物がいます。甲賀市では野洲川、杣川、大戸川と
大きな河川がありますが、石ころの河原が残る川は
野洲川だけです。このような川は全国的にも少なく、
滋賀県下でも数えるほどになって、河原に適応した
生き物がすむ環境は、どんどん狭まってきています。
　カワラハハコは秋の初め、野洲川の石ころの多い
砂地の河原で群生します。白い小さな花が、茎の先
に集まって咲きます。茎はよく枝分かれして、葉は
細く、裏面にやわらかい毛が生えています。乾燥し
てドライフラワーとして利用できます。　　　　　　
　

　カワラバッタはやはり河原に住み、８～９月に成
虫になる、日本固有種です。「大切にしたい滋賀の野
生生物」（2005）では希少種です。
　河原の石ころの色によく似て、バッタが動かない
限り、どこにいるかわかりません。翅

はね

は長く、後翅
に鮮やかな青色の斑があり、石から石へ飛び移ると
きに目立ちます。
　河川や湿地など水辺の環境は、開発などの改変を
受けやすく、そこにすむ生き物を絶滅危惧種にして
しまいました。このような生き物との共生が、今後
の大きな課題です。

mカワラバッタ mカワラハハコ

甲賀市文化協会連合会文芸欄 今回は甲賀町文化協会から
お寄せいただきました。
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